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け
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【
十
年
一
昔
】＝「
一
〇
年
た
て
ば
、も

う
昔
で
あ
る
。一
〇
年
を
一
区
切
り
と
見

て
、そ
の
間
に
は
大
き
な
変
化
の
あ
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
」（
広
辞
苑
・
第
四
版
）

　

国
土
交
通
省
が
二
月
に
公
表
し
た
、三

月
か
ら
適
用
す
る
新
た
な「
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価（
労
務
単
価
）」、「
令
和

四
年
度
土
木
工
事
・
業
務
の
積
算
基
準

等
の
改
定
」、「
低
入
札
価
格
調
査
基
準

の
計
算
式
改
定
」を
見
て
、こ
の
一
〇
年

間
の
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に

改
め
て
驚
く
。

　

新
た
な
労
務
単
価
は
、全
国
全
職
種

平
均（
単
純
平
均
値
）で
二
〇
二
一
年
三

月
比
二
・
五
％
上
昇
し
、一
〇
年
連
続

の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。必
要
な
法
定
福

利
費
相
当
額
の
反
映
や
被
災
三
県
の
入

札
不
調
対
策
に
よ
る
単
価
引
き
上
げ
な

が
っ
た「
人
へ
の
投
資
」強
化
の
具
体
化

だ
。首
相
自
ら
が
賃
上
げ
を
働
き
か
け
た

結
果
、工
事
・
業
務
な
ど
す
べ
て
の
政
府

調
達
で
要
件
に
合
致
し
た
賃
上
げ
企
業

に
は
総
合
評
価
で
加
点
す
る
仕
組
み
が
二

〇
二
二
年
度
に
導
入
さ
れ
る
。

　

建
設
産
業
界
で
四
月
か
ら
本
格
的
に

動
き
出
す
、賃
上
げ
企
業
へ
の
加
点
な

ど
四
つ
の
施
策
は
、社
会
保
険
加
入
と

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
）加
入
の
促
進
活
動
や
、担
い
手
確

保
・
育
成
な
ど
の
処
遇
改
善
、生
産
性
向

上
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
成
果
に

加
え
、岸
田
首
相
に
よ
る
賃
上
げ
の
働
き

か
け
が
後
押
し
に
な
っ
た
。

　

更
に
も
う
一
つ
、「
新
し
い
資
本
主

義
」と
連
動
し
公
共
事
業
予
算
確
保
を

後
押
し
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、脱
炭

素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
つ
な
が
る「
グ
レ
ー

ト
・
リ
セ
ッ
ト
」が
あ
る
。こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、日
本
で
は
小
泉
政
権
以
降
、米
国
は

レ
ー
ガ
ン
、英
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
以
降
に

政
策
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
市
場
原
理

主
義
・
新
自
由
主
義
の
見
直
し
と
も
い

え
る
も
の
。言
い
換
え
る
と
脱
・
新
自
由

主
義
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
、構
造
転

換
だ
。

ど
単
価
算
出
方
法
の
変
更
も
背
景
に
し

て
全
職
種
平
均
で
、二
〇
一
二
年
度
か
ら

二
〇
二
二
年
三
月
ま
で
の
一
〇
年
で
六

一
％
増
、金
額
に
し
て
八
、〇
一
二
円
の

増
加
と
な
っ
た
。

　

ま
た
積
算
基
準
等
改
定
で
は
、小
規

模
土
工
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
施
要
領

や
一
般
管
理
費
等
率
な
ど
改
定
は
一
二

項
目
に
及
ん
だ
。こ
の
う
ち
一
般
管
理

費
等
率
は
、二
〇
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
と

な
っ
た
二
〇
一
五
年
三
月
改
定
に
続
く

も
の
で
、従
業
員
の
処
遇
改
善
や
働
き
方

改
革
に
取
り
組
む
た
め
の
原
資
と
な
る
。

　

更
に
、低
入
札
価
格
調
査
基
準
の
計

算
式
で
は
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
の「
一

般
管
理
費
等
×
〇
・
五
五
」を「
一
般
管

理
費
等
×
〇
・
六
八
」に
引
き
上
げ
た
。

九
年
ぶ
り
の
改
定
。低
入
調
査
基
準
見

　

実
際
、岸
田
首
相
は
本
年
一
月
の
施

政
方
針
演
説
で
、経
済
の
効
率
化
を
進

め
る
新
自
由
主
義
的
政
策
に
よ
っ
て
、貧

困
格
差
や
中
長
期
的
投
資
の
不
足
、都

市
集
中
、気
候
変
動
問
題
な
ど
様
々
な

弊
害
を
生
み
出
し
た
と
指
摘
。経
済
再
生

の
要
は
新
し
い
資
本
主
義
実
現
に
あ
る

と
訴
え
た
。

　

こ
こ
で
従
来
か
ら
、災
害
対
応
や
コ

ロ
ナ
禍
で
の
活
動
を「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
」「
社
会
貢
献
す
る
企
業
・
業

界
」と
し
て
強
調
す
る
建
設
産
業
界
に
更

に
追
い
風
が
吹
く
。市
場
に
任
せ
る
分
野

と
市
場
で
は
な
く
社
会
が
支
え
る
分
野

が
あ
る
と
い
う
、「
社
会
的
共
通
資
本
」

と
い
う
考
え
方
が
改
め
て
評
価
さ
れ
始

め
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
経
済
学
者
の
宇
沢

弘
文
氏
が
二
〇
〇
〇
年
に
上
梓
し
た『
社

会
的
共
通
資
本
』が
も
と
と
な
っ
て
い

る
。

大
事
な
こ
と
は“
風
を
よ
む
”こ
と

　

日
本
で
も
市
場
原
理
重
視
の
時
代
、

標
的
に
さ
れ
た“
公
共
事
業
悪
玉
論
”の

論
調
も
今
は
消
え
、「
社
会
的
共
通
資

本
」的
な
考
え
方
・
評
価
が
住
民
レ
ベ
ル

直
し
は
、低
入
基
準
範
囲
を「
予
定
価
格

の
三
分
の
二
～
一
〇
分
の
八
・
五
」か
ら

「
予
定
価
格
の
一
〇
分
の
七
・
〇
～
一
〇

分
の
九
・
〇
」へ
変
更
し
た
二
〇
〇
九
年

四
月
か
ら
、ほ
ぼ
二
年
お
き
に
計
算
式
の

費
目
で
あ
る
▽
直
接
工
事
費
▽
共
通
仮

設
費
▽
現
場
管
理
費
▽
一
般
管
理
費
等

―
―
の
乗
率
や
低
入
基
準
範
囲
の
改
定

を
進
め
て
き
た
。こ
の
う
ち「
一
般
管
理

費
等
」乗
率
引
き
上
げ
は
、「
一
般
管
理

費
は
役
員
報
酬
や
本
社
・
支
店
社
員
給

与
に
計
上
さ
れ
る
も
の
で
、現
場
の
処
遇

改
善
、技
能
者
な
ど
担
い
手
確
保
と
は
違

う
話
」と
し
て
、こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省

は
建
設
業
団
体
か
ら
の
見
直
し
要
望
に

難
色
を
示
し
続
け
て
き
た
。

　

競
争
激
化
の
な
か
で
、少
し
で
も
収

益
改
善
へ
つ
な
げ
た
い
建
設
企
業
に
と
っ

で
も
浸
透
し
始
め
た
。イ
ン
フ
ラ
整
備
に

対
す
る
認
識
が
住
民
レ
ベ
ル
で
変
化
す

る
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、二
〇
一
一
年
三

月
の
東
日
本
大
震
災
だ
。更
に
翌
年
の
二

〇
一
二
年
十
二
月
に
は
、自
公
連
立
政
権

が
発
足
し
公
共
投
資
増
が
鮮
明
に
な
る

一
方
で
、笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事

故
も
発
生
。こ
の
事
故
が
そ
の
後
の
イ
ン

フ
ラ
老
朽
化
問
題
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

せ
、イ
ン
フ
ラ
点
検
・
事
前
対
応
を
進
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

実
は
こ
の
当
時
、建
設
産
業
界
自
体

も
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
た
。政

府
・
民
間
合
わ
せ
た
建
設
投
資
額
は
二

〇
〇
六
年
度
の
五
一
兆
円
台
か
ら
二
〇

一
〇
年
度
に
は
四
一
兆
円
台
ま
で
急
減
。

わ
ず
か
四
年
で
一
〇
兆
円
近
く
の
市
場

規
模
縮
小
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。そ
れ
ま

で
政
府
投
資
が
低
迷
し
て
も
市
場
規
模

そ
の
も
の
を
下
支
え
し
て
き
た
民
間
投

資
も
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
っ
て
投
資
が
激
減
、先
行
き
の
不
透

明
感
は
増
す
一
方
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
な
か
東
日
本
大
震

災
発
災
の
一
カ
月
後
に
誕
生
し
た
の
が
、

大
手
三
団
体
統
合
に
伴
い
発
足
し
た「
日

本
建
設
業
連
合
会
」だ
っ
た
。ま
た
翌
年

て
、低
入
調
査
基
準
価
格
引
き
上
げ
最

後
の
関
門
が
、「
一
般
管
理
費
等
」乗
率

見
直
し
だ
っ
た
。建
設
業
界
に
と
っ
て
跳

ね
返
さ
れ
て
き
た
最
後
の
関
門
も
今
回
、

九
年
ぶ
り
の
改
定
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

建
設
産
業
成
長
へ
四
つ
の
矢

　

建
設
産
業
界
の
働
き
方
改
革
、担
い
手

確
保
・
育
成
や
処
遇
改
善
、生
産
性
向
上

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
後
押
し
す
る
の

は
▽
新
労
務
単
価
▽
積
算
改
定
▽
低
入

調
査
基
準
見
直
し
―
―
に
▽
賃
上
げ
企

業
の
総
合
評
価
加
点
を
加
え
た
四
つ
の

施
策
だ
。賃
上
げ
そ
の
も
の
は
、二
〇
二

一
年
に
発
足
し
た
岸
田
政
権
の
看
板
政

策「
新
し
い
資
本
主
義
」で
う
た
う「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」と
し
て
浮
か
び
上

十
一
月
に
は
、建
設
産
業
界
を
挙
げ
て

始
ま
っ
た
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、担
い
手

確
保
・
育
成
や
処
遇
改
善
、生
産
性
向

上
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
へ
と
つ
な
が
る
、「
社
会
保

険
等
未
加
入
対
策
」も
開
始
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
九
月
に
公
共
工
事
コ
ス

ト
縮
減
新
方
針
は
閣
議
決
定
さ
れ
、翌

年
四
月
に
は
小
泉
政
権
が
発
足
し
公
共

事
業
冬
の
時
代
を
決
定
づ
け
た
。こ
う
し

た
環
境
の
な
か
二
〇
〇
一
年
一
月
、中
央

省
庁
再
編
に
よ
り
国
土
交
通
省
が
新
た

に
発
足
す
る
。こ
の
二
〇
年
を
振
り
返
る

と
、一
〇
年
か
け
て
市
場
原
理
重
視
・
新

自
由
主
義
政
策
が
浸
透
し
、そ
の
揺
り
戻

し
に
一
〇
年
か
か
っ
た
格
好
と
言
え
る
。

　

と
す
れ
ば
今
後
の
一
〇
年
を
ど
う
考

え
れ
ば
良
い
の
か
。ま
ず
私
た
ち
が
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、▽
新
労
務

単
価
▽
積
算
改
定
▽
低
入
基
準
見
直
し

▽
賃
上
げ
企
業
加
点
―
―
の
四
つ
は
す

べ
て
が
連
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
の
う
え
で
、建
設
産
業
界
自
ら
が
こ
の

一
〇
年
間
取
組
み
を
加
速
さ
せ
た
、担
い

手
確
保
・
育
成
と
処
遇
改
善
、生
産
性

向
上
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
促
進
と
も
こ
の
四
つ
は

密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
た
い
と
思
う
。
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